
経営比較分析表（令和5年度決算）
香川県三豊市　みとよ市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 46 46 - ■

令和5年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 11 - ド 救 臨 へ 輪 30 - 122 【】

- 年度 - 年度 - 年度

40 82

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

61,407 9,813 第２種該当 - １３：１ 42

Ⅰ 地域において担っている役割
地域に必要となる機能を補完していくとともに、第二次救急医療
機関として、救急患者に対し自施設で可能な範囲で高度専門医療
を提供し、必要に応じて三次救急医療機関に紹介する役割を担っ
ていく。
①初期から二次までの救急医療
②急性期医療を脱した患者へ回復期及び維持期の医療を提供
③在宅での医療・福祉を他施設との連携によって推進する地域包
括ケアの中心的な役割
④広域救護病院として医療救護活動の中核を担う
⑤西讃地域での精神科医療における中核的な役割
⑥地域の医療従事者への研修R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R05 R01 R02 R03 R04 R05R04 R05 R01 R02 R03 R04

当該値 74.4 69.7 74.9 82.8 78.4当該値 81.1 80.8 73.0 94.9 90.4 当該値 46.0 46.6 50.8 72.7 70.9当該値 63.3 59.7 65.9 74.6 70.1

平均値 84.3 80.7 82.2 81.7 81.0平均値 96.9 100.6 105.9 104.3 96.3 平均値 70.4 65.8 65.0 63.3 64.7平均値 80.6 77.1 78.6 78.1 77.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率は昨年に引続き100％を下回っている。理由としては、病床利用
率の減少に伴う料金収入の減少、人件費・経費等の医業費用の増加によるもので
ある。一般会計からの繰出はあるものの今後も単年度収支の赤字が続くと予想さ
れる。毎年のことではあるが、診療単価を上げていく努力はしているものの、な
かなか経営改善できない状況にある。病床利用率については類似病院を上回って
いるが昨年より減少している。入院・外来患者の１人１日当たりの収益について
は、類似病院より下回っているので、入院については、診療単価を向上させるた
めにも救急患者を受入れ、病床コントロールをしっかりと行う、外来についても
診療単価を増加させるよう、医師・看護師を含め職員全体で収益増加に向け努力
していきたい。職員給与費対医業収益比率については、昨年と同率ではあるが、
類似病院よりは少し高い数値であり原因として職員給与費の増加によるものが大
きいと思われる。材料費対医業収益については、前年より減少しており、引続き
削減できる費用は削減していきたい。累積欠損金については今後も上昇していく
ことが想定されるので早急に赤字体質を解消し、経営改善を図り収益を向上させ
たい。

2. 老朽化の状況について

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R04 R05  令和４年５月に新病院に移転新築し当面設備投資の課題はない。
それに伴い、固定資産減価償却率及び器械備品減価償却率の数値
は低くなっている。逆に、新病院になり資産が増えたため有形固
定資産は大きく増加している。

R05 R01 R02 R03

14.2 14.0 14.2 13.8 12.468.9 当該値27,652 当該値

R03 R04R02 R03 R04 R05 R01 R02

平均値 35,788 37,855 39,289 40,846

87.0 84.6 79.5 68.97,465 6,832 8,573 8,681 8,206 当該値

10,602 11,234 11,512 11,831

当該値 20,348 21,874 22,993 26,601

18.0

2. 老朽化の状況

全体総括

 公立病院として、地域に密着し市民の健康と福祉に貢献し、安心
して医療を受けられる環境を維持していくため、令和５年３月に
策定した経営強化プランに基づき、今後、更なる経営改善に努め
てまいります。
　収益面では、新規又は上位施設基準の取得等により、診療単価
の増加を図るとともに、地域の医療機関との連携強化により、紹
介患者の確保に努めます。また、費用面では、委託・保守契約、
薬品、診療材料、備品等の価格交渉等による見直しを行い、経費
の削減・抑制に努めるなど、収益・費用両面での取組に加え、患
者サービスの向上及び勤務環境の整備に取り組み、経営の健全化
を図りつつ、地域に密着した医療を推進するために努力していき
ます。

R01 R02 R03 R04 R05 R01

68.1 平均値 17.5 17.5 17.3 17.911,652 平均値 63.3 68.5 67.1 66.941,075 平均値

R04 R05

当該値 3.9 33.9 72.4 62.5 74.5 当該値 73.0

R03 R04 R05 R01 R02 R03R02 R03 R04 R05 R01 R02

17,121,873 17,580,242 63,138,336 63,315,131

平均値 120.5 124.2 121.6 118.9 121.9

71.8 68.4 31.3 41.5 当該値 17,069,70174.6 74.3 25.2 28.5 当該値 68.5

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357 45,484,013平均値 71.7 72.9 73.9 74.3 72.2平均値 54.6 56.9 58.1 59.4 59.1
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④病床利用率(％)
【68.7】
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③修正医業収支比率(％)
【83.9】
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②医業収支比率(％)
【86.6】
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①経常収支比率(％)
【96.6】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【57.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.4】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【50,999,060】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.4】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【56.1】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【18,236】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【62,428】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.5】


